
参考資料 

    旧伊東合資会社（主屋はじめ 3 棟）について 

【登録基準】 

主屋・新座敷:造形の規範となっているもの 本土蔵:国土の歴史的景観に寄与しているもの 

【概要】 
名  称 構  造 建築年代 所 在 地 所 有 者 

旧伊東合資会社 

主屋 

木造 2 階一部平屋建・

瓦葺・建築面積 291 ㎡ 

江戸末期/明治中

期・大正二年増築 

半田市亀崎町九

丁目 111 他 

株式会社杉田 

旧伊東合資会社 

新座敷 

木造平屋建・瓦葺・ 

建築面積 79 ㎡ 

明治中期 同 上 同 上 

旧伊東合資会社 

本土蔵 

土蔵造 2 階建・瓦葺・ 

建築面積 76 ㎡ 

江戸末期 同 上 同 上 

 江戸末期から明治中期に建築された建造物で、当地の伝統産業である醸造業と廻船業で栄

えた亀崎の歴史を今日に伝えている。主屋および新座敷は「造形の規範となっているもの」、本土

蔵は「国土の歴史的景観に寄与しているもの」として文化財に登録されることとなる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  【旧伊東合資会社主屋】                   【旧伊東合資会社本土蔵】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【旧伊東合資会社新座敷】 

 

【参考】半田市内の登録有形文化財 

・小栗家住宅(平成１６年登録) ※令和４年７月時点、重要文化財の指定手続き中です。 

・半田赤レンガ建物(平成１６年登録) 

・愛知県立半田商業高等学校正門門柱(旧愛知県知多郡立高等女学校正門)（平成２９年登録） 

・旧愛知県半田中学校武道場（七中記念館）(令和４年登録) 


